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組み入れ基準は、2015年 1月から 2016年 12月の 2年間に川原歯科医院に来院した患者、
2016 年末で 5 年以上のメンテナンスを受けている患者、メンテナンス開始時年齢が 40歳か
ら 69 歳までとした。除外基準は、インプラント治療を受けた患者、無歯顎患者とした。そ
の結果、674 人が対象患者（男性:265 人（平均年齢 54.6±8.0 歳）、女性：409 人（平均年






ベースラインから 2016 年末までとした。 
メンテナンス移行基準として、Miyamoto らの報告に従い以下の 5 項目を設定した。（1）
プロービングで出血のある歯面が 10％未満、（2）全体のプラークスコアが 15％未満、（3）

















剤の使用（P = 0.02）、メンテナンス開始時の年齢（P = 0.003）、メンテナンス開始時の残
存歯数(P ≦ 0.001)と可撤性義歯の使用(P ≦ 0.001)であった。多重ロジスティック回帰
分析の結果より、メンテナンス期間における歯の喪失の統計的に有意な危険因子は、メンテ
ナンス開始時の残存歯数のみであった（P = 0.003）。 
う蝕と歯周病がコントロールされたメンテナンス下では、失われた歯のほとんどが失活
歯であり、歯の喪失の最も一般的な原因は歯根破折であった。また、歯の喪失の統計的に有
意な危険因子は、メンテナンス開始時の残存歯数であった。そのため、抜髄治療を必要とし
ない時期から、また多くの歯が残存する時期からのメンテナンス開始が患者の利益に繋が
ると考えられた。 
 
 
